
『
仮
名
文
字
遣
』
諸
本
系
統
の
再
考

岡

田

薫

一

は
じ
め
に

筆
者
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
『
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
年
報
』
第
八
号

「『
仮
名
文
字
遣
』
の
諸
本
の
系
統
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
書
写
本
で
あ

る
十
一
種
（
文
明
十
一
年
本
・
文
明
十
二
年
本
・
明
応
四
年
本
・
明
応
九
年

本
（
隆
量
卿
假
名
遣
）・
天
文
二
十
一
年
本
（
文
安
四
年
本
）・
永
禄
四
年
本
・

永
禄
九
年
本
・
天
正
六
年
本
・
文
禄
四
年
本
・
慶
長
二
十
年
本
（
後
陽
成
天

皇
写
本
）・
伊
達
本
）、
お
よ
び
、
版
本
で
あ
る
慶
長
版
本
一
種
の
計
十
二
種

の
『
仮
名
文
（
１
）

字
遣
』
の
系
統
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
論
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

①

藤
原
親
長
の
奥
書
を
持
つ
明
応
九
年
本
・
文
禄
四
年
本
の
二
本
と
三
條

西
公
條
の
奥
書
を
持
つ
文
禄
四
年
本
・
慶
長
二
十
年
本
（
後
陽
成
天
皇

書
写
本
）・
慶
長
版
本
・
伊
達
本
の
四
本
は
同
じ
系
統
に
属
す
る
こ
と
、

ま
た
、
明
応
四
年
本
の
「
わ
」
の
見
出
し
語
十
二
語
が
文
禄
四
年
本
・

伊
達
本
・
慶
長
二
十
年
本
・
慶
長
版
本
に
お
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
明
応
四
年
本
は
こ
の
系
統
に
関
連
が
あ
る
『
仮
名
文
字
遣
』

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

②

文
明
十
一
年
本
と
文
明
十
二
年
本
の
見
出
し
語
の
一
致
率
は
極
め
て
低

く
同
じ
系
統
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
親
長
と
は
別
の
系
統
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

③

大
友
信
一
が
「
兄
弟
本
の
関
係
に
（
２
）

あ
る
」
と
指
摘
し
た
、
文
明
十
一
年

本
と
永
禄
九
年
本
は
、
筆
者
が
調
査
し
た
見
出
し
語
の
一
致
率
の
高
さ

と
、
他
の
『
仮
名
文
字
遣
』
で
は
若
干
の
違
い
が
あ
る
の
に
、
二
本
に

共
通
す
る
見
出
し
語
が
多
数
あ
る
こ
と
、
そ
の
一
方
で
、
こ
の
二
本
に

限
っ
て
見
出
し
語
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
語
も
二
百
余
り
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
同
系
統
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
こ
と
を
示
し
た
。

④

永
禄
四
年
本
・
天
正
六
年
本
に
つ
い
て
は
、
共
通
す
る
見
出
し
語
の
一

致
率
も
九
八
％
と
極
め
て
高
く
、
永
禄
四
年
本
と
天
正
六
年
本
が
同
じ

系
統
に
属
す
る
も
の
と
推
定
で
き
る
。

⑤

天
文
二
十
一
年
本
（
文
安
四
年
本
）
は
独
自
の
見
出
し
語
が
多
数
あ

り
、
そ
の
独
自
の
見
出
し
語
が
継
承
さ
れ
る
形
で
書
写
さ
れ
た
『
仮
名

文
字
遣
』
は
見
当
た
ら
ず
、別
の
系
統
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
し
た
。

以
上
が
結
論
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
に
お
い
て
も
、
こ
の
結
論
は
基
本
的

― 90 ―



に
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

本
稿
で
は
、
新
た
に
、
明
応
四
年
（
文
明
十
三
年
）
の
最
終
の
奥
書
を
持

つ
国
会
図
書
館
蔵
『
假
名
文
字
遣
』、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
仮
名
文
字
遣

拾
遺
（
三
）』
二
〇
一
七
年
十
二
月
に
収
載
さ
れ
て
い
る
『
假
名
遣
』、
東
北

大
学
狩
野
文
庫
蔵
『
假
名
文
字
遣

完
』、
慶
長
七
年
の
奥
書
を
持
つ
清
泉

女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
假
名
文
字
遣
事

全
』
の
四
種
を
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
こ
の
四
種
が
『
仮
名
文
字
遣
』
の
系
統
の
ど
の
部
分
に

属
す
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。

二

四
種
の
『
仮
名
文
字
遣
』
と
検
討
の
方
法
に
つ
い
て

ま
ず
、
本
稿
で
考
察
に
加
え
る
こ
と
に
し
た
四
種
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と

に
す
る
。

二-

一
『
假
名
文
字
遣
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
油
小
路
本

国
立
国
会
図
書
館
に
お
い
て
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て

は
じ
め
て
紹
介
す
る
一
本
で
あ
る
。

国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
假
名
文
字
遣
』
は
「
本
書
ハ
昭
和
四
六
年
十
一
月

二
六
日
購
求
セ
ル
モ
損
傷
多
ク
直
ニ
当
館
ニ
於
テ
補
修
ヲ
行
ナ
ヘ
リ
然
レ
ド

モ
後
日
錯
簡
ア
ル
ヲ
知
リ
、
今
仮
ニ
慶
長
版
「
仮
名
文
字
遣
」
ト
交
合
シ
付

箋
ヲ
貼
付
」
シ
テ
ソ
ノ
短
ヲ
補
ウ
モ
ノ
ナ
リ
、
昭
和
五
四
年
三
月
」
と
い
う

付
箋
が
表
紙
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
付
箋
は
慶
長
版
本
の

『
假
名
文
字
遣
』
と
照
合
さ
れ
た
際
に
貼
ら
れ
た
も
の
で
、
本
文
中
の
錯
簡

お
よ
び
書
き
漏
ら
し
た
と
さ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
、
十
一
カ
所
に
貼
ら
れ
て

い
る
。
錯
簡
部
分
に
関
し
て
は
順
序
を
元
あ
っ
た
部
分
に
入
れ
替
え
る
こ
と

で
、
検
討
す
る
こ
と
が
充
分
可
能
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
、
考
察
の
一
冊

に
加
え
る
。

本
稿
の
調
査
に
よ
る
と
、
見
出
し
語
の
総
数
は
、
一
七
八
〇
例
で
あ
る
。

内
訳
を
記
す
と
、
を
一
七
二
、
お
一
九
六
、
え
一
三
七
、
ゑ
一
〇
六
、
へ

一
三
九
、
ひ
一
六
七
、
い
二
七
八
、
ゐ
六
四
（
ゐ
の
項
に
記
載
さ
れ
て
い
る

具
体
的
な
位
の
名
称
に
つ
い
て
は
見
出
し
語
数
に
含
め
て
い
な
い
）、
ほ
九

一
、
わ
二
七
、
は
八
九
、
む
三
七
、
う
一
五
七
、
ふ
一
一
九
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
、「
を
」
の
見
出
し
語
「
し
ゝ
ひ
し
を
」
か
ら
「
を
よ
ひ
」
ま
で
の
一

頁
分
の
二
（
３
）

三
語
、「
へ
」
の
見
出
し
語
の
最
後
の
部
分
、
お
よ
び
「
ひ
」
の

見
出
し
語
の
最
初
の
部
分
の
一
頁
分
の
一
（
４
）

八
語
が
、「
い
」
の
見
出
し
語
の

二
（
５
）

二
語
が
、「
は
」
の
見
出
し
語
の
最
後
の
部
分
の
十
（
６
）

九
語
が
、
及
び
「
ふ
」

の
見
出
し
語
の
二
（
７
）

二
語
、
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
欠
落
が
見
ら
れ
る
。

目
録
が
あ
り
、
目
録
の
中
に
、「
一

端
ほ

中
を

奥
お
」、「
一

端

い

中
ゐ

奥
ひ
」、「
一

端
へ

中
え

奥
ゑ
」「
一

定
家
卿
口
伝
」

「
二
人
丸
秘
抄
」
と
書
か
れ
て
い
る
。「
一

定
家
卿
口
伝
」
は
「
端
へ
」

の
最
初
か
ら
二
五
語
ほ
ど
欠
落
が
み
ら
れ
る
。「
二
人
丸
秘
抄
」
は
収
載
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
奥
書
の
前
頁
に
は
、「
一

草
子
書
始
様
事
」、「
一

文
字
嫌
事
」
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
他
の
『
仮
名
文
字
遣
』
に
は
収

載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

奥
書
を
左
記
に
画
像
で
示
し
た
。
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奥
書
に
は
「
建
保
四
年
（
一
二
一
六
年
）
三
月
十
八
日
前
中
納
言
藤
原
朝

臣
定
家
在
判
」「
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
年
）
八
月
十
一
日
前
中
納
言
藤
原

朝
臣
為
氏
在
判
」「
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
年
）
正
月
吉
日
侍
従
藤
原
朝
臣

為
実
在
判
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
「
正
和
三
年
（
一
三
一
四
年
）
二

月
十
一
日
蚊
山
○
○
通
春
在
判
」「
応
永
三
年
（
一
三
九
六
年
）
六
月
三
日

○
○
寺
僧
正
真
覚
在
判
」「
応
永
三
十
年
（
一
四
二
三
年
）
十
月
十
八
日
右

近
衛
権
中
将
源
朝
臣
（
８
）

具
世
在
判
」「
文
安
四
年
（
一
四
四
七
年
）
六
月
晦
日

右
近
衛
中
位
源
朝
臣
（
９
）

教
具
在
判
」「
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
年
）
九
月
十
三

日
御
冷
泉
院
御
本
九
写
龍
若
丸
」「
同
十
三
年
（
一
四
八
一
年
）
正
月
二
三

日
書
之
学
質
在
判
」
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、『
仮
名
文
字
遣
』
に
錯
簡
が
あ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
画
像
の

コ
マ
番
号
九
〇
に
は
、
左
記
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
こ
の
『
仮

名
文
字
遣
』
が
明
応
四
年
（
一
四
九
五
年
）
七
月
二
日
に
三
本
を
校
合
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
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巻
末
に
は
墨
書
で
慶
長
二
暦
丁
酉
卯
月
十
五
日
求
之
／
堅
者
法
印
尊
雄
と

記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
古
筆
了
悦
極
書
の
添
付
の
中
に
は
左
記
の
文
言
が
見
え
る
。

『
假
名
文
字
遣
』
一
冊
／
油
小
路
中
納
言
隆
継
卿
／
正
筆
／
天
海
僧
正
花

○
印
／
有
也

こ
の
こ
と
は
、
油
小
路
中
納
言
隆
継
卿
（
一
四
六
九
年
〜
一
五
三
五（

１０
）年）

の
正
筆
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

油
小
路
の
姓
に
つ
い
て
は
、
隆
継
卿
は
四
条
家
で
あ
る
が
、
子
の
隆
秀
が

早
世
し
た
こ
と
で
断
絶
し
、
そ
の
後
、
広
橋
兼
勝
二
男
隆
基
が
再
興
し
て
、

油
小
路
の
姓
を
名
乗
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
『
仮
名
文
字
遣
』
に

つ
い
て
は
「
慶
長
二
（
一
五
九
七
年
）
暦
丁
酉
卯
月
十
五
日
求
之
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
明
応
四
年
の
奥
書
と
文
明
十
三
年
の
奥
書
の
墨
の
色

と
筆
跡
が
異
な
る
。
油
小
路
中
納
言
隆
継
卿
の
正
筆
と
の
こ
と
で
あ
り
、
油

小
路
中
納
言
隆
継
卿
の
生
没
年
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
て
も
、
明
応
四
年
は

存
命
中
で
あ
り
不
審
な
点
は
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
『
仮
名
文
字
遣
』
の
奥
書
の
年
を
明
応
四
年
と
考
え
て
良

い
と
思
わ
れ
る
が
、
す
で
に
明
応
四
年
本
が
他
に
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、

便
宜
上
、「
油
小
路
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
こ
の
『
仮
名
文
字

遣
』
は
桐
箱
に
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、
大
切
に
扱
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
窺
え

る
。さ

て
、
最
も
気
に
な
る
部
分
で
あ
る
奥
書
の
信
憑
性
に
つ
い
て
考
察
し
て

み
た
い
。

ま
ず
、「
建
保
四
年
（
一
二
一
六
年
）
三
月
十
八
日
前
中
納
言
藤
原
朝
臣

定
家
在
判
」
の
奥
書
で
あ
る
が
、
藤
原
定
家
は
一
一
六
二
年
〜
一
二
四
一
年

没
と
さ
れ
て
い
る
。
一
二
一
六
年
は
五
十
四
歳
で
存
命
中
で
あ
り
、
奥
書
の

年
月
日
に
つ
い
て
不
審
な
と
こ
ろ
は
な
い
。
次
の
奥
書
で
あ
る
「
弘
長
二
年

（
一
二
六
二
年
）
八
月
十
一
日
前
中
納
言
藤
原
朝
臣
為
氏
在
判
」
の
人
物
で

あ
る
藤
原
為
氏
（
二
条
為
氏
）
は
一
二
二
二
年
〜
一
二
八
六
年
没
と
さ
れ
て

い
る
。
和
歌
の
家
で
あ
る
二
条
家
の
祖
で
あ
る
。
為
氏
に
つ
い
て
も
奥
書
の

年
月
日
は
存
命
中
で
あ
り
不
審
な
点
は
な
い
。

三
番
目
の
奥
書
で
あ
る
「
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
年
）
正
月
吉
日
侍
従
藤

原
朝
臣
為
実
在
判
」
で
あ
る
が
、
藤
原
為
実
（
五
条
為
実
）
は
、
一
二
三
六

年
〜
一
三
三
三
年
没
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
為
実
に
つ
い
て
も
奥
書
の
年
月

日
は
存
命
中
で
あ
り
不
審
な
と
こ
ろ
は
な
い
。
そ
の
後
に
書
か
れ
た
奥
書
の

人
物
に
つ
い
て
は
不
明
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
源
朝
臣
具
世
、
源
朝
臣
教
具

は
歴
史
に
名
の
あ
る
人
物
の
よ
う
で
あ
る
。
龍
若
丸
、
学
質
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。

こ
の
『
仮
名
文
字
遣
』
に
は
『
仮
名
文
字
遣
』
の
錯
簡
に
よ
り
途
中
に

「
明
応
四
年
」
の
奥
書
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、「
一

草
子
書
始
様
事
」、「
一

文
字
嫌
事
」
の
次
の
頁
に
藤
原
定
家
を
は
じ
め
と
す
る
奥
書
が
あ
る
の
で
あ

る
が
、
定
家
の
奥
書
に
並
ん
だ
九
つ
の
奥
書
は
、
当
初
「
一

定
家
卿
口
伝
」

「
二
人
丸
秘
抄
」「
一

草
子
書
始
様
事
」、「
一

文
字
嫌
事
」
に
記
さ
れ

て
い
た
も
の
で
、
そ
の
奥
書
が
『
仮
名
文
字
遣
』
が
加
わ
っ
た
時
点
で
も
消
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さ
れ
る
こ
と
な
く
、
書
き
継
が
れ
て
き
た
と
い
う
推
測
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
『
仮
名
文
字
遣
』
の
「
一

定
家
卿
口
伝
」「
二
人
丸
秘

抄
」「
一

草
子
書
始
様
事
」、「
一

文
字
嫌
事
」
を
除
外
し
た
部
分
の
最

終
の
奥
書
は
明
応
四
年
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

二-

二

『
假
名
遣
』（
冷
泉
家
所
蔵
）
冷
泉
院
本

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
仮
名
文
字
遣
拾
遺
（
三
）』
二
〇
一
七
年
一
二
月

に
よ
り
影
印
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
『
仮
名
文
字
遣
』
は
室
町
時
代

後
期
の
写
本
で
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
遠

藤
邦
基
の
「
解
題
」
に
よ
る
と
、
冷
泉
家
第
一
四
代
為
久
（
一
六
八
六-

一

七
四
一
）
の
修
理
で
新
表
紙
と
為
久
筆
の
外
題
が
付
け
ら
れ
、
各
帖
の
左
下

に
は
手
垢
に
よ
る
汚
れ
が
あ
る
の
で
、
歌
会
や
連
歌
会
な
ど
に
持
参
し
て
日

常
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
旧

表
紙
の
左
下
に
は
冷
泉
家
第
七
代
為
和
（
一
四
八
六-
一
五
四
九
）
の
花
押

が
据
え
て
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
旧
表
紙
と
墨
付
本
文
の
綴
じ
穴

に
相
違
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
為
久
修
理
の
際
に
他
本
よ
り
転
用
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
他
の
『
仮
名
文
字
遣
』
と
は
異
な
り
、「
五
韻

相
通
字
事
」（
五
十
音
）
が
、
ま
ず
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
後
、
目
録
が
あ

り
、
そ
こ
に
「
一
定
家
卿
口
伝
」「
一
人
丸
秘
抄
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

冷
泉
院
本
に
は
、
こ
れ
ら
は
巻
末
に
は
な
い
が
、
別
冊
に
収
載
さ
れ
て
い

る
。た

だ
し
、
別
冊
に
収
載
さ
れ
て
い
る
「
家
定
（
マ
マ
）
卿
假
名
遣
少
々
」

と
「
人
丸
秘
抄
」
は
平
仮
名
と
漢
字
で
は
な
く
、
漢
字
と
片
仮
名
で
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
冷
泉
院
本
の
み
が
目
次
の
記
載
に
つ
い
て
「
二
人
丸
秘

抄
」
で
は
な
く
「
一
人
丸
秘
抄
」
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
続

い
て
「
假
名
文
字
遣
事
」
の
序
文
が
あ
る
。
一
四
項
目
の
最
後
の
見
出
し
語

の
「
き
ふ
丹

急
」
の
後
に
、
行
を
代
え
て
、「
假
名
遣
」
と
記
さ
れ
て
い

て
、
奥
書
も
年
月
日
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

白
黒
印
刷
で
あ
る
の
で
、
朱
で
書
き
込
み
が
あ
る
と
こ
ろ
は
、
遠
藤
邦
基

「
解
題
」
に
よ
っ
て
、
一
二
頁
〜
一
五
頁
に
示
さ
れ
て
い
る
。

見
出
し
語
の
総
数
は
筆
者
の
調
査
で
は
一
六
三
二
語
（
棒
線
で
消
し
て
あ

る
見
出
し
語
、
お
よ
び
、「
ゐ
」
の
見
出
し
語
に
記
載
さ
れ
て
い
る
具
体
的

な
位
の
名
称
に
つ
い
て
は
例
数
に
含
め
て
い
な
い
。）
で
あ
る
。
ま
た
、
そ

の
う
ち
、
片
仮
名
書
き
の
見
出
し
語
が
二
〇
語
（
１１
）

あ
る
。
片
仮
名
書
き
の
見
出

し
語
は
当
初
か
ら
存
し
た
の
で
は
な
く
、「
イ
」
本
と
注
記
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
の
ち
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
（
１２
）

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
で
調
査
し
た
見
出
し
語
の
内
訳
を
記
す
と
、
を
一
八
八
、
お
一
四
七
、

え
一
三
四
、
ゑ
五
八
、
へ
一
一
五
、
ひ
一
二
一
、
い
二
五
四
、
ゐ
九
三
、
ほ

八
六
、
わ
二
一
、
は
一
〇
五
、
む
三
五
、
う
一
四
四
、
ふ
一
三
一
で
あ
る
。

こ
の
『
仮
名
文
字
遣
』
に
つ
い
て
は
、「
い
」
の
項
目
に
お
い
て
一
丁
分

欠
落
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。「
い
り
こ
」
か
ら
「
す
は
い
り
」
ま
で
の

三
（
１３
）

七
語
で
あ
る
。
同
様
に
、「
ひ
」
の
項
に
も
三
〇
前
後
脱
落
と
錯
簡
が

（
１４
）

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
『
仮
名
文
字
遣
』
は
奥
書
の
年
号
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
便
宜

上
、「
冷
泉
院
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

二-
三

東
北
大
学
狩
野
文
庫
所
蔵
『
假
名
文
字
遣

完
』
狩
野
本

こ
の
『
仮
名
文
字
遣
』
の
中
の
表
紙
に
は
「
假
名
文
字
遣

完
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
ま
ず
、
仮
名
文
字
遣
の
序
文
が
あ
り
、
そ
の
後
に
目
録
が
あ
る
。

目
録
に
は
「
一
定
家
卿
口
伝
」「
二
人
丸
秘
抄
」
と
書
か
れ
て
あ
る
が
、
実
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際
に
は
、『
仮
名
文
字
遣
』
の
後
に
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

慶
長
版
本
と
同
じ
で
あ
り
、
奥
書
に
つ
い
て
も
慶
長
版
本
と
同
じ
で
あ
る
。

な
お
、
奥
書
と
は
別
に
「
三
万
坂

浅
井
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
人
物

に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

見
出
し
語
の
総
数
は
、
慶
長
判
本
と
同
数
の
一
八
八
一
例
で
あ
る
。
総
数

が
同
じ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
見
出
し
語
の
提
出
順
も
同
じ
で
あ
る
。
本
稿

で
調
査
し
た
内
訳
を
記
す
と
、
を
一
九
九
、
お
二
〇
八
、
え
一
四
六
、
ゑ
六

七
、
へ
一
四
七
、
ひ
一
八
二
、
い
三
〇
八
、
ゐ
一
〇
〇
、
ほ
八
六
、
わ
三
四
、

は
一
〇
五
、
む
三
五
、
う
一
四
二
、
ふ
一
二
二
で
あ
る
。

こ
の
奥
書
の
年
号
は
、
天
文
二
十
一
年
と
記
さ
れ
て
お
り
、
慶
長
版
、
伊

達
本
と
同
じ
で
あ
る
の
で
、
こ
の
『
仮
名
文
字
遣
』
を
便
宜
上
の
呼
び
名
と

し
て
「
狩
野
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

二-

四
『
假
名
文
字
遣
事

全
』（
清
泉
女
子
大
学
図
書
館
蔵
）
慶
長
七
年

本
こ
の
『
仮
名
文
字
遣
』
は
清
泉
女
子
大
学
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
亀
井
孝
旧
蔵
本
と
の
こ
と
で
（
１５
）

あ
る
。

「
假
名
文
字
遣
事
」
の
序
文
が
あ
る
が
、
そ
の
後
に
は
、
目
録
が
記
さ
れ

て
い
な
い
。
次
頁
か
ら
、「
を
」
の
見
出
し
語
が
始
ま
っ
て
い
る
。

見
出
し
語
の
総
数
は
筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
一
七
二
一
例
で
あ
る
。

本
稿
で
調
査
し
た
見
出
し
語
の
内
訳
を
記
す
と
、
を
一
八
五
、
お
一
八
二
、

え
一
三
五
、
ゑ
二
四
、
へ
一
二
〇
（「
た
ぐ
ひ
と
も
」
と
い
う
見
出
し
語
が

「
へ
」
の
中
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
含
む
）、
ひ
一
六
〇
、
い
二
九
二
（
見

出
し
語
が
滲
ん
で
読
め
な
い
一
語
を
含
む
）、
ゐ
一
〇
〇
（
具
体
的
な
位
の

名
称
は
含
ん
で
い
な
い
）、
ほ
八
五
、
わ
二
二
、
は
一
〇
九
、
む
三
四
、
う

一
四
三
、
ふ
一
三
〇
で
あ
る
。

こ
の
『
仮
名
文
字
遣
』
で
は
、
朱
色
の
二
本
線
は
「
拾
遺
愚
草
」「
万
葉

集
」
な
ど
の
本
の
名
称
に
、
朱
色
の
一
本
線
は
人
名
に
引
か
れ
て
い
る
。
ま

た
、
平
仮
名
の
見
出
し
語
の
上
に
は
朱
色
の
点
、
そ
の
下
の
漢
字
の
右
上
横

に
は
朱
色
の
斜
め
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
濁
点
は
、
朱
色
で
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
『
假
名
文
字
遣
事

全
』
も
落
丁
が
一
丁
分
あ
る
。
ゑ
の
項

は
二
四
語
と
極
端
に
少
な
く
、「
こ
す
ゑ
」
か
ら
「
す
ゑ
の
ま
つ
山
」
ま
で

の
四
（
１６
）

〇
語
に
欠
落
が
あ
る
。
奥
書
に
つ
い
て
は
、「
干
時
慶
長
第
七

八
月

下
旬
七

是
庵
」
と
あ
り
次
頁
に
は
「
三
條
大
納
言
實
（
１７
）

條
卿
以
御
本
校
合
」

「
栄
受
院
殿
御
遺
物
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
仮
名
文
字
遣
』
は
今
野

真
二
（
二
〇
一
六
）『
仮
名
遣
書
論
攷
』
和
泉
書
院
の
一
九
頁
か
ら
二
一
頁

に
か
け
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
慶
長
七
年
本
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る

と
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
す
る
。

本
稿
で
は
、
油
小
路
本
『
假
名
文
字
遣
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）、
冷
泉

院
本
『
假
名
遣
』（
冷
泉
家
所
蔵
）、
狩
野
本
『
假
名
文
字
遣

完
』（
東
北

大
学
狩
野
文
庫
所
蔵
）、
慶
長
七
年
本
『
假
名
文
字
遣
事

全
』（
清
泉
女
子

大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
の
四
種
を
新
た
に
加
え
、
主
に
こ
の
四
種
が
ど
の
系

統
に
位
置
す
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二-

五

検
討
の
方
法
に
つ
い
て

分
析
の
た
め
に
使
用
し
た
資
料
は
次
の
十
七
種
で
あ
る
。

①

文
明
十
年
本
（
一
四
七
八
年
）
赤
堀
又
次
郎
『
語
学
叢
書
第
一
編
』

（
東
洋
社
、
一
九
〇
一
年
）

②
文
明
十
一
年
本
（
一
四
七
九
年
）（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
所
蔵
）

③
文
明
十
二
年
本
（
一
四
八
〇
年
）（
京
都
大
学
国
語
研
究
室
所
蔵
）

― 95 ―



④

明
応
四
年
本
（
一
四
九
五
年
）（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）（
旧
橋
本
進

吉
博
士
蔵
）

⑤

油
小
路
本
（
十
四
九
五
年
）『
假
名
文
字
遣
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）

⑥

明
応
九
年
本

隆
量
卿
假
名
遣
（
一
五
〇
〇
年
）（
京
都
大
学
国
語
研

究
室
蔵
本
）

⑦

天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
年
）・
文
安
四
年
本
（
一
四
四
七
年
）（
山

田
孝
雄
氏
蔵
本
）（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
大
正
五
年
写
）

⑧

永
禄
四
年
本
（
一
五
六
一
年
）（
京
都
大
学
図
書
館
蔵
本
）

⑨

永
禄
九
年
本
（
一
五
六
六
年
）（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
本
）

⑩

天
正
本
六
年
本
（
一
五
七
八
年
）（
駒
澤
大
学
図
書
館
濯
足
文
庫
蔵
）

木
村
晟
編
『
古
辞
書
研
究
資
料
叢
刊
第
一
一
巻
』（
大
空
社
、
一
九
九

六
年
）
に
影
印
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

⑪

文
禄
四
年
本
（
一
五
九
五
年
）（
陽
明
文
庫
蔵
）

財
団
法
人
陽
明
文
庫
『
陽
明
叢
書
国
書
篇
第
十
四
輯
中
世
国
語
資
料
』

（
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
六
年
）
に
影
印
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

⑫

慶
長
二
十
年
本
（
後
陽
成
天
皇
宸
翰
書
写
本
）（
京
都
実
相
院
蔵
）（
東

京
大
学
国
語
研
究
室
明
治
三
十
八
年
八
月
十
八
日
写
）

⑬

慶
長
版
本
（
立
教
大
学
図
書
館
蔵
）（『
古
辞
書
研
究
資
料
叢
刊
第
一
一

刊
、
大
空
社
一
九
九
六
年
』
の
影
印
）（
国
会
図
書
館
蔵
）
の
三
本
。

内
容
は
同
じ
で
あ
る
が
、
表
紙
の
題
目
が
相
違
し
て
い
る
。

⑭

伊
達
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

⑮

狩
野
本
（
室
町
時
代
末
頃
）『
仮
名
文
字
遣
』（
東
北
大
学
狩
野
文
庫
所

蔵
）

⑯

冷
泉
院
本
（
室
町
時
代
末
頃
）『
假
名
遣
』（
冷
泉
家
所
蔵
）

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
仮
名
文
字
遣
拾
遺
（
三
）』
二
〇
一
七
年
十
二

月
に
影
印
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

⑰

慶
長
七
年
本
（
一
六
〇
二
年
）『
假
名
文
字
遣
事

全
』（
清
泉
女
子
大

学
図
書
館
蔵
）

文
明
十
年
本
は
、
書
写
本
の
実
際
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

考
察
す
べ
き
見
出
し
語
が
あ
る
場
合
は
そ
の
都
度
赤
堀
又
次
郎
『
語
学
叢
書

第
一
編
』（
東
洋
社
、
一
九
〇
一
年
）
を
参
考
に
す
る
こ
と
に
し
た
。

分
析
の
方
法
と
し
て
は
、こ
れ
ら
の
『
仮
名
文
字
遣
』
の
表
紙
の
題
目
等
、

中
の
表
紙
の
題
目
等
、
序
文
、
見
出
し
語
を
項
目
ご
と
に
エ
ク
セ
ル
に
入
力

し
、
す
べ
て
が
一
目
瞭
然
と
な
る
一
覧
表
に
し
た
。
そ
の
上
で
、
表
紙
の
題

目
等
、
ま
た
、
序
文
の
相
違
点
や
、「
を
・
お
・
え
・
ゑ
・
へ
・
い
・
ゐ
・

ひ
・
ほ
・
わ
・
は
・
む
・
う
・
ふ
」
の
見
出
し
語
の
相
違
点
に
つ
い
て
、
系

統
に
関
し
て
具
体
的
に
考
察
お
よ
び
検
討
を
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
見
出

し
語
の
一
致
率
も
調
査
し
た
。
な
お
、『
仮
名
文
字
遣
』
に
錯
簡
が
あ
る
場

合
に
は
、
元
の
あ
る
べ
き
位
置
に
直
し
、
落
丁
が
あ
る
場
合
に
は
、
例
数
に

は
そ
の
見
出
し
語
を
含
め
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

三

考
察

三-

一

諸
本
の
表
紙
の
題
目
等
、
中
の
表
紙
の
題
目
等
の
考
察

慶
長
版
本
は
、
無
刊
記
本
が
あ
る
た
め
、
そ
の
表
紙
の
題
も
相
違
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
表
紙
の
題
目
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
異
本
を
参
照
し
て
い

る
場
合
に
は
、
書
写
す
る
と
き
に
、
ど
の
表
題
を
選
ん
で
書
く
か
に
つ
い
て

悩
ま
し
い
問
題
と
な
る
。

書
写
す
る
際
に
は
、
表
紙
の
題
目
を
継
承
す
る
の
が
第
一
で
あ
り
、
異
本

を
見
た
場
合
に
は
そ
の
表
紙
の
題
目
も
考
慮
に
い
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
い
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ず
れ
せ
よ
、
表
紙
の
題
目
か
ら
も
、
系
統
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

○
定
家
、
も
し
く
は
定
家
卿
と
表
紙
お
よ
び
中
の
表
紙
に
あ
る
も
の

定
家
の
名
の
つ
く
『
仮
名
文
字
遣
』
は
五
本
あ
っ
た
。

・
文
明
十
二
年
本-
『
定
家
卿
假
名
遣

全
』（
中
の
表
紙
に
は
『
寒

定
家

卿
假
名
遣
』）

・
永
禄
四
年
本-

『
定
家
卿
假
名
遣

永
禄
四
年
書
写
』

・
天
正
六
年
本-

『
假
名
文
字
遣
定
家

ゝ
ゝ

千
ノ

二
三
番
』

・
慶
長
版
本-

古
辞
書
研
究
資
料
叢
刊
第
一
一
刊
、
大
空
社
一
九
九
六
年
』

の
無
刊
記
本
の
表
紙
に
は
『
定
家
か
な
遣

全
』

・
伊
達
本-

『
定
家
卿
假
名
遣
』

○
『
假
名
文
字
遣
』
と
な
っ
て
い
る
も
の

『
假
名
文
字
遣
』
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
八
本
あ
っ
た
。

・
文
明
十
年
本-

『
假
名
文
字
遣

附
定
家
卿
口
伝

人
丸
秘
抄
』

・
明
応
四
年
本-

『
東
蔵
院

假
名
文
字
遣
』

・
油
小
路
本-

桐
箱
の
中
央
に
『
假
名
文
字
遣

全
』
と
紙
が
貼
り
付
け
て

あ
り
、
表
紙
お
よ
び
中
の
表
紙
に
題
目
等
な
し

・
天
文
二
十
一
年
本
（
一
五
五
二
年
）
文
安
四
年
本
（
一
四
四
七
年
）-
『
假

名
文
字
遣
』

・
文
禄
四
年
本-

『
假
名
文
字
遣
』

・
慶
長
二
十
年
本-

『
假
名
文
字
遣
』

・
慶
長
版
本-

国
会
図
書
館
蔵
で
は
『
假
名
文
字
遣

慶
長
板
』

・
狩
野
本-

『
假
名
文
字
遣
』、
中
の
表
紙
に
は
『
假
名
文
字
遣

完
』

○
独
自
の
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の

・
冷
泉
院
本-

『
假
名
遣

松
海
ハ
カ
セ
』、
中
の
表
紙
に
は
『
假
名
遣
付

假
名
遣
付

假
名
遣
付

花
押
』

・
明
応
九
年
本-

『
隆
量
卿
假
名
遣

完
』（
中
の
表
紙
に
は
『
鷲
尾
殿
隆
量

卿
假
名
使
全
部
』）

・
慶
長
版
本-

立
教
大
学
蔵
本
の
表
紙
に
は
『
羅
』

・
慶
長
七
年
本-

『
假
名
文
字
遣
事

全
』

○
表
紙
お
よ
び
中
の
表
紙
に
題
目
等
が
な
い
も
の

・
文
明
十
一
年
本
・
永
禄
九
年
本

表
紙
お
よ
び
中
の
表
紙
に
題
目
等
が
な
い
も
の
と
し
て
、
文
明
十
一
年
本

と
永
禄
九
年
本
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
同
じ
系
統
で
あ
る
し
、
永
禄
四
年
本

と
天
正
六
年
本
に
つ
い
て
も
「
定
家
」
の
名
前
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
二
本

に
つ
い
て
も
同
じ
系
統
で
あ
る
こ
と
が
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

三-

二

奥
書
の
考
察

ま
ず
、
奥
書
の
名
が
誰
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
は
、
系
統
を
考
え

る
上
で
も
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

奥
書
の
名
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
、
大
き
く
分
け
て
四
つ
に
分
類
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

○
按
察
使
藤
原
（
１８
）

親
長
の
奥
書
が
あ
る
も
の

文
明
十
（
１９
）

年
本
・
明
応
九
年
本
・
文
禄
四
年
本
の
三
本
。

○
「
三
條
西
殿
前
右
大
臣
（
２０
）

公
條
御
奥
書
」
が
あ
る
も
の

文
禄
四
年
本
・
慶
長
二
十
年
本
（
後
陽
成
天
皇
書
写
本
）・
慶
長
版
本
・
伊

達
本
・
狩
野
本
の
五
本
。

○
三
條
西
殿
前
右
大
臣
公
條
の
奥
書
も
あ
る
が
、
他
の
人
物
の
奥
書
も
あ
る

も
の

慶
長
二
十
年
本
（
後
陽
成
天
皇
書
写
本
）
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○
按
察
使
藤
原
親
長
お
よ
び
三
條
西
殿
前
右
大
臣
公
條
と
は
違
う
人
物
の
奥

書
の
あ
る
も
の

文
明
十
一
年
本
・
文
明
十
二
年
本
・
明
応
四
年
本
・
油
小
路
本
・
天
文
二
十

一
年
本
（
文
安
四
年
本
）・
永
禄
九
年
本
・
慶
長
七
年
本
の
七
本
。

○
奥
書
に
お
い
て
人
名
が
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の

永
禄
四
年
本
（
印
影
は
あ
り
）・
天
正
本
六
年
本
・
冷
泉
院
本
の
三
本
。

「
按
察
使

藤
原
親
長
」
の
奥
書
は
、
文
明
十
年
本
、
明
応
九
年
本
、
文

禄
四
年
本
に
見
ら
れ
、「
三
條
西
殿
前
右
大
臣
公
條
」
の
奥
書
に
続
い
た
『
仮

名
文
字
遣
』
が
文
禄
四
年
本
で
あ
る
。「
三
條
西
殿
前
右
大
臣
公
條

御
奥

書
」
に
つ
い
て
は
、文
禄
四
年
本
・
慶
長
二
十
年
本
（
後
陽
成
天
皇
書
写
本
）・

慶
長
版
本
・
伊
達
本
・
狩
野
本
の
五
本
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
『
仮

名
文
字
遣
』
に
は
こ
の
奥
書
は
見
ら
れ
な
い
。

序
文
は
す
べ
て
の
『
仮
名
文
字
遣
』
に
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
奥

書
に
つ
い
て
は
『
仮
名
文
字
遣
』
の
伝
来
や
書
写
の
由
来
を
示
す
も
の
と
し

て
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、そ
れ
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
三
本
あ
っ
た
。

奥
書
で
一
番
古
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
『
仮
名
文
字
遣
』
は
、
天
文
二
十
一

年
本
に
見
ら
れ
た
「
文
安
四
年
」
の
奥
書
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
文

安
四
年
」
の
部
分
は
薄
墨
で
記
さ
れ
て
お
り
、
山
田
（
２１
）

孝
雄
に
よ
っ
て
、
後
に

書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
と
の
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る
。

藤
原
親
長
の
文
明
十
年
二
月
八
日
の
奥
書
は
、
当
時
の
権
勢
を
示
す
も
の

と
し
て
崇
め
ら
れ
、
奥
書
は
明
応
九
年
本
、
文
禄
四
年
本
に
も
継
承
さ
れ
、

そ
の
一
門
の
隆
盛
を
も
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
隆
盛

を
示
す
も
の
と
し
て
、
慶
長
版
本
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

三-

三

序
文
の
「
表
題
」
の
考
察

序
文
の
表
題
が
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
か
で
分
類
す
る
と
以
下
の
二

種
類
の
も
の
が
あ
っ
た
。

○
「
假
名
文
字
遣
」
と
な
っ
て
い
る
も
の

天
正
六
年
本
・
慶
長
版
本
・
伊
達
本
・
狩
野
本
、
以
上
四
本
。

○
「
假
名
文
字
遣
事
」
と
な
っ
て
い
る
も
の

文
明
十
年
本
・
文
明
十
一
年
本
・
文
明
十
二
年
本
・
明
応
四
年
本
・
油
小
路

本
・
明
応
九
年
本
・
天
文
二
十
一
年
本
（
文
安
四
年
本
）・
永
禄
四
年
本
・

永
禄
九
年
本
・
文
禄
四
年
本
・
慶
長
七
年
本
・
慶
長
二
十
年
本
（
後
陽
成
天

皇
書
写
本
）・
冷
泉
院
本
、
以
上
十
三
本
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
慶
長
版
本
・
伊
達
本
・
狩
野
本
の
類
似
性

は
確
認
で
き
る
。

三-

四

序
文
の
撥
音
の
表
記
の
考
察

序
文
の
撥
音
の
表
記
の
違
い
に
着
目
す
る
と
、
次
の
二
種
類
の
も
の
が
見

ら
れ
た
。

○
「
ひ
ら
か
ん
か
た
め
に
」
と
な
っ
て
い
た
も
の

文
明
十
年
本
・
文
明
十
二
年
本
・
明
応
四
年
本
・
油
小
路
本
・
明
応
九
年
本
・

天
文
二
十
一
年
本
（
文
安
四
年
本
）・
文
禄
四
年
本
・
慶
長
二
十
年
本
（
後

陽
成
天
皇
書
写
本
）・
慶
長
版
本
・
伊
達
本
・
狩
野
本
・
冷
泉
院
本
、
以
上

十
二
本
。

○
「
ひ
ら
か
む
か
た
め
に
」
と
な
っ
て
い
た
も
の

文
明
十
一
年
本
・
永
禄
四
年
本
・
永
禄
九
年
本
・
天
正
六
年
本
・
慶
長
七
年

本
、
以
上
五
本
。

こ
の
部
分
は
、
古
態
を
保
ち
つ
つ
書
写
し
た
か
ど
う
か
が
わ
か
る
部
分
で
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あ
る
が
、
文
明
十
一
年
本
・
永
禄
四
年
本
・
永
禄
九
年
本
・
天
正
六
年
本
・

慶
長
七
年
本
の
五
本
に
つ
い
て
は
、
こ
の
部
分
に
関
し
て
は
、
古
態
を
保
っ

た
ま
ま
で
書
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三-

五

序
文
の
「
後
学
の
た
め
に
」「
後
学
を
導
ん
か
た
め
に
」
の
考
察

○
「
後
学
の
た
め
に
」
と
な
っ
て
い
た
も
の

文
明
十
年
本
・
文
明
十
一
年
本
・
文
明
十
二
年
本
・
・
油
小
路
本
・
明
応
九

年
本
・
天
文
二
十
一
年
本
（
文
安
四
年
本
）・
永
禄
四
年
本
・
永
禄
九
年
本
・

文
禄
四
年
本
・
慶
長
七
年
本
・
慶
長
二
十
年
本
（
後
陽
成
天
皇
書
写
本
）・

慶
長
版
本
・
冷
泉
院
本
・
狩
野
本
、
以
上
十
四
本
。

○
「
後
学
を
導
ん
（
む
）
か
た
め
に
」

明
応
四
年
本
・
伊
達
本
・
文
禄
四
年
本
（「
を
導
ん
」
イ
と
あ
る
）、
以
上
三

本
。伊

達
本
に
つ
い
て
は
、
慶
長
版
本
と
類
似
し
て
い
る
が
、「
後
学
の
た
め

に
」
で
は
な
く
「
後
学
を
導
ん
（
む
）
が
た
め
に
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
奥

書
が
「
三
條
西
殿
前
右
大
臣
公
條
御
奥
書
」
の
部
分
で
は
同
じ
で
あ
っ
た

が
、
伊
達
本
は
、
慶
長
版
本
を
書
写
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
。

四

系
統
に
つ
い
て

四-

一

系
統
の
二
分
類

系
統
に
つ
い
て
は
十
七
種
の
『
仮
名
文
字
遣
』
だ
け
で
、
分
類
す
る
こ
と

が
可
能
な
の
か
と
い
う
意
見
も
あ
ろ
う
か
と
は
思
う
が
、
エ
ク
セ
ル
に
す
べ

て
の
見
出
し
語
を
入
力
し
、
一
覧
表
を
作
成
し
て
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
そ
れ
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
主
に
『
仮
名
文
字
遣
』

の
そ
れ
ぞ
れ
に
共
通
す
る
見
出
し
語
の
一
致
数
と
、
奥
書
の
継
承
性
の
観
点

か
ら
分
類
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

系
統
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
き
く
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
グ
ル
ー
プ

文
明
十
年
本
・
油
小
路
本
・
明
応
九
年
本
・
文
禄
四
年
本
・
伊
達
本
・
慶
長

二
十
年
本
（
後
陽
成
天
皇
宸
翰
書
写
本
）・
狩
野
本
・
慶
長
版
本

こ
れ
ら
は
、
さ
ら
に
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
□
で
囲
っ
た
部
分

は
、
現
時
点
で
は
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
『
仮
名
文
字
遣
』
で
あ
る
。

○イ

何
本
か
の
書
写
本
↓
文
明
十
年
本
↓
明
応
九
年
本
↓
天
文
二
十
一
年

三
條
西
公
條
奥
書
本
↓
文
禄
四
年
本

○ロ

三
本
の
書
写
本
↓
油
小
路
本
（
三
本
の
校
合
し
た
も
の
）

○ハ

書
写
本
↓
明
応
四
年
本
↓
天
文
二
十
一
年
三
條
西
公
條
奥
書
）↓
伊
達

本
・
慶
長
二
十
年
本
・
狩
野
本
・
慶
長
版
本

こ
れ
ら
の
『
仮
名
文
字
遣
』
に
は
、
按
察
使
藤
原
親
長
お
よ
び
三
條
西
殿

前
右
大
臣
公
條
の
奥
書
の
存
在
が
こ
の
二
人
の
奥
書
を
持
た
な
い
『
仮
名
文

字
遣
』
と
系
統
を
分
け
る
上
で
の
大
き
な
相
違
点
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

油
小
路
本
は
按
察
使
藤
原
親
長
お
よ
び
三
條
西
殿
前
右
大
臣
公
條
の
奥
書
が

無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
出
し
語
の
類
似
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
第
一
グ
ル

ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
。明
応
四
年
本
は
「
わ
」
の
見
出
し
語
か
ら
藤
原
親
長
・

三
條
西
公
條
の
奥
書
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
○ハ
の
系
統
と
関
連
す
る
と
推
定

さ
れ
る
。

第
二
グ
ル
ー
プ

文
明
十
一
年
本
・
永
禄
九
年
本
・
文
明
十
二
年
本
・
天
文
二
十
一
年
本
・
冷

泉
院
本
・
明
応
四
年
本
・
永
禄
四
年
本
・
天
正
六
年
本
・
慶
長
七
年
本
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こ
れ
ら
は
四
つ
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

○ニ

書
写
本
↓
文
明
十
一
年
本
↓
永
禄
九
年
本

○ホ

書
写
本
↓
文
明
十
一
年
本
お
よ
び
文
明
十
二
年
本
の
合
本
の
書
写
本

↓
冷
泉
院
本
↓
永
禄
四
年
本
↓
天
正
六
年
本
↓
慶
長
七
年
本

○ヘ

書
写
本
↓
文
安
四
年
本
↓
文
明
十
一
年
本
お
よ
び
文
明
十
二
年
本
の

合
本
の
書
写
本
↓
書
写
本
↓
天
文
二
十
一
年
本

○ト

書
写
本
↓
文
明
十
一
年
本
お
よ
び
文
明
十
二
年
本
の
合
本
の
書
写
本

↓
明
応
四
年
本
…
…
「
わ
」
の
見
出
し
語
の
み
天
文
二
十
一
年
三
條
西
公

條
奥
書
↓
文
禄
四
年
本
・
伊
達
本
・
慶
長
二
十
年
本
（
後
陽
成
天
皇
宸
翰

書
写
本
）・
狩
野
本
・
慶
長
版
本

四-

二

油
小
路
本
の
系
統
に
つ
い
て

油
小
路
本
は
第
一
グ
ル
ー
プ
の
○ロ
三
本
の
書
写
本
↓
油
小
路
本
で
あ
る
。

藤
原
親
長
お
よ
び
三
條
西
公
條
の
奥
書
は
見
ら
れ
な
い
が
、
見
出
し
語
の

共
通
性
か
ら
第
一
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
た
。

第
一
グ
ル
ー
プ
の
文
明
十
年
本
・
油
小
路
本
・
明
応
九
年
本
・
文
禄
四
年

本
・
伊
達
本
・
慶
長
版
本
・
狩
野
本
・
慶
長
二
十
年
本
（
後
陽
成
天
皇
宸
翰

書
写
本
）
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
そ
れ
以
外
の
『
仮
名
文
字
遣
』
で
あ
る

第
二
グ
ル
ー
プ
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
見
出
し
語
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と

に
す
る
。

分
類
を
大
き
く
二
つ
に
分
類
し
た
理
由
と
し
て
は
、
文
明
十
年
本
の
奥
書

の
藤
原
親
長
か
ら
三
條
西
公
條
に
続
く
系
統
に
お
い
て
、
第
二
グ
ル
ー
プ
の

『
仮
名
文
字
遣
』
よ
り
も
一
一
四
語
以
上
も
増
補
さ
れ
た
見
出
し
語
が
み
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
油
小
路
本
に
は
藤
原
親
長
、
三
條
西
公
條
の
奥
書
が
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
、
見
出
し
語
に
お
い
て
気
に
な
る
相
違
点
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
つ
い
て

も
言
及
し
て
い
く
。
具
体
的
に
例
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

・「
を
」
の
見
出
し
語

「
こ
を
け

只
お
け
の
時
ハ
お
な
り
」「
を
ほ
ひ
」「
暁
を
き

お
き
別
の
時

ハ
お
也
」「
み
山
を
ろ
し

山
お
ろ
し
の
時
ハ
お
也
」「
か
た
を
な
み
」「
た

を
す
」「
あ
を
り

あ
ふ
り
と
も
」「
た
か
さ
こ
の
を
の
え
」「
ま
と
を
の
衣
」

「
あ
ひ
を
ひ
」「
を
し
あ
け
か
た
」「
を
さ
へ
て
」「
を
ろ
そ
か
な
り
」「
た
を

れ
も
の
」「
を
き
の
ゐ
て
」
の
十
五
語
。
こ
の
部
分
は
油
小
路
本
で
は
欠
落

し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

・「
お
」
の
見
出
し
語

「
き
お
ふ

き
を
ひ
む
ま
の
と
き
ハ
（
２２
）

を
也
」「
お
ほ
ち
」「
雲
お
り
か
ゝ
る
」

「
お
ひ
て
」「
お
も
る
」「
お
ほ
ん
」「
お
し
て
」「
あ
ひ
お
ひ

を
共
」「
水

の
お
も
」「
お
き
ふ
し
」「
お
り
は
へ
て
」「
お
の
ゝ
え
」「
お
よ
ほ
さ
ん
」

「
お
は
つ
て
」「
お
こ
」「
お
さ
」「
お
よ
ハ
ぬ

を
よ
ふ
時
ハ
を
也
」「
お
も

く
さ
」「
な
に
お
ふ
」「
お
く
し
て
」
の
二
十
語
。
油
小
路
本
の
み
、「
お
ひ

て
」
を
「
お
い
て

負
」、「
お
も
る
」
を
「
お
も
き

重
」、「
お
よ
ほ
さ
ん
」

を
「
お
よ
ほ
さ
む
」
と
記
し
て
い
る
。

・「
え
」
の
見
出
し
語

「
え
な
ら
ぬ
」「
え
そ
し
ら
ぬ
」「
え
た
る
」「
ほ
え
」「
え
に
し
あ
れ
ハ
」

「
え
ふ
の
身
」「
し
た
か
え
て
」「
な
え
た
る
」「
そ
ひ
え
」「
え
の
は
ゐ
」

「
え
ん
て
む
（
ん
）」「
う
つ
た
え
」「
か
く
ろ
え
」
の
十
三
語
。
油
小
路
本

の
み
、「
え
ふ
の
身
」
を
「
え
ふ
か
身
」
と
記
し
て
い
る
。

・「
ゑ
」
の
見
出
し
語

「
ゑ
ほ
し

え
ほ
し
と
も
」「
こ
し
ら
ゑ
て

ヘ
イ
」「
と
も
ゑ
」
の
二
語
。

・「
へ
」
の
見
出
し
語
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「
た
ま
へ
る
」「
た
く
へ
」「
袖
の
へ
」「
か
ん
か
へ
」「
か
へ
」「
な
か
ら
へ
」

「
い
そ
へ
」「
う
つ
ろ
へ

お
と
ろ
へ
と
「
か
ま
へ
て
」「
か
へ
て
」「
さ
へ

つ
る
」「
か
た
へ
」「
い
に
し
へ
」「
の
は
へ
」「
と
ゝ
の
へ
」「
そ
な
へ
て
」

「
な
そ
ら
へ
て
」「
あ
ち
さ
へ
」「
さ
ふ
ら
へ
」「
い
く
へ
」「
と
の
へ
も
の

と
の
ゐ
物
と
も
」「
む
ま
を
す
（
２３
）

へ
て
」
の
二
十
二
語
。
油
小
路
本
の
み
、「
か

ん
か
へ
」
を
「
か
む
か
へ
」
と
記
し
て
い
る
。

・「
ひ
」
の
見
出
し
語

「
そ
こ
な
ひ
て
」「
お
と
ゝ
ひ
」「
か
よ
ひ
ち
」「
を
ひ
か
せ
」「
を
ひ
て
」

「
こ
ろ
ほ
ひ
」「
を
ほ
ひ
」「
あ
ひ
を
ひ
」「
た
ま
ひ
て
」「
を
こ
な
ひ
」「
し

た
ひ
て
」「
こ
よ
ひ
」「
す
ま
ひ

ゐ
イ
」「
い
と
ひ
」「
あ
ひ
し
て

ゐ
イ
」

「
あ
ち
さ
ひ
」「
む
か
ひ
」「
お
ひ
て
」「
い
さ
き
よ
ひ
」「
く
な
ひ
」「
う
た

ひ
て
」「
つ
た
ひ
」「
な
ひ
て
」
の
二
十
三
語
。
油
小
路
本
と
は
相
違
し
て
な

か
っ
た
。

・「
い
」
の
見
出
し
語

「
い
さ
る

ゐ
さ
る
と
も
」「
な
ま
し
い

な
ま
し
ゐ
共
」「
つ
い
に

つ
ゐ

と
も
」「
け
い
こ
」「
お
い
」「
も
ち
い
」「
ま
い
」「
け
い
し
や
う
」「
お
い

て
」「
い
よ
�
�
」「
ひ
い
き
」「
ゆ
ゝ
し
い
」「
ま
し
な
ひ
給
ふ
」「
は
い
」

「
お
ほ
い
ま
う
ち
き
ミ
」「
な
い
し
」「
い
ん
く
ハ
い
」「
し
の
い
て
」「
さ
い

は
い
」
の
十
九
語
。
油
小
路
本
の
み
「
い
ん
く
は
い
」
を
「
い
む
く
は
い
」

と
記
し
て
い
る
。

油
小
路
本
の
み
、
撥
音
部
分
を
「
ん
」
で
は
な
く
「
む
」
で
記
し
た
語
が

見
ら
れ
る
こ
と
、「
え
ふ
の
身
」
を
「
え
ふ
か
身
」
と
記
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
文
明
十
年
本
・
明
応
九
年
本
・
文
禄
四
年
本
・
伊
達
本
・
慶
長
版
本
・

狩
野
本
・
慶
長
二
十
年
本
（
後
陽
成
天
皇
宸
翰
書
写
本
）
に
比
べ
て
こ
れ
ら

の
見
出
し
語
に
関
し
て
は
古
態
を
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

他
方
、
第
二
グ
ル
ー
プ
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
グ
ル
ー
プ
に
は

な
か
っ
た
見
出
し
語
も
あ
る
。
第
一
グ
ル
ー
プ
に
あ
っ
て
第
二
グ
ル
ー
プ
に

な
か
っ
た
語
に
比
べ
て
十
三
語
と
少
な
い
が
、
具
体
的
に
例
を
挙
げ
る
と
以

下
の
よ
う
で
あ
る
。

・「
を
」
の
見
出
し
語

「
を
か
へ
」
の
一
語
。

・「
え
」
の
見
出
し
語
の
「
か
え
て
（
２４
）

の
き
」「
さ
え
（
２５
）

つ
る
」「
た
え
た
る
（（

２６
）り）」

「
か
き
（
２７
）

た
え
」
の
四
語
。

・「
ひ
」
の
見
出
し
語

「
さ
（
２８
）

ら
ひ
」「
な
り
は
ひ
」
の
二
語
。

・「
い
」
の
見
出
し
語

「
い
さ
（
２９
）

ら
ゐ
」「
つ
は
い
も
ち
ゐ
」「
く
さ
も
ち
ゐ
」「
い
と
（
３０
）

す
ち
」「
よ
り

（
３１
）

い
と
」「
と
を
を
し
ひ
ら
（
３２
）

い
て
」
の
六
語
。

こ
の
事
実
か
ら
、
第
一
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
文
明
十
年
本
・
油
小
路
本
・
明

応
九
年
本
・
文
禄
四
年
本
・
伊
達
本
・
慶
長
二
十
年
本
（
後
陽
成
天
皇
宸
翰

書
写
本
）・
狩
野
本
・
慶
長
版
本
と
第
二
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
文
明
十
一
年
本
・

永
禄
九
年
本
・
文
明
十
二
年
本
・
天
文
二
十
一
年
本
・
冷
泉
院
本
・
明
応
四

年
本
・
永
禄
四
年
本
・
天
正
六
年
本
・
慶
長
七
年
本
と
い
う
二
つ
の
系
統
が

あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
分
岐
点
と
し
て
は
、
文
明
十
年
本
の

藤
原
親
長
の
奥
書
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
二
つ
の
系
統
と
し
て
の
大
き

な
流
れ
が
出
来
上
が
り
、
そ
れ
が
天
文
二
十
一
年
三
條
西
公
條
奥
書
の
あ
る

『
仮
名
文
字
遣
』
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

次
に
文
明
十
年
本
・
油
小
路
本
・
明
応
九
年
本
・
文
禄
四
年
本
の
み
記
載

さ
れ
て
い
る
見
出
し
語
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
グ
ル
ー
プ
を
三
つ
に
分
け
た
根
拠
は
、○イ
グ
ル
ー
プ
の
文
明
十
年
本
・
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明
応
九
年
本
・
文
禄
四
年
本
、
お
よ
び
○ロ
グ
ル
ー
プ
の
油
小
路
本
の
○イ
○ロ
の

み
に
記
載
さ
れ
て
い
る
見
出
し
語
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
第
一
グ
ル

ー
プ
の
○ハ
グ
ル
ー
プ
の
明
応
四
年
本
・
伊
達
本
・
慶
長
二
十
年
本
・
狩
野
本
・

慶
長
版
本
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
語
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
以
下
の
見
出
し

語
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・「
ゐ
」
の
見
出
し
語

「
ほ
た
く
ゐ
」「
ゐ
な
か
」「
す
ま
ゐ
」「
は
す
の
は
ゐ
」
の
四
語
。

・「
ほ
」
の
見
出
し
語

「
し
ほ
り
」「
さ
ほ
し
か

さ
を
し
か
と
も
」
の
二
語
。

・「
わ
」
の
見
出
し
語

「
な
わ

な
は
と
も
（
し
な
わ
ぬ
）（
し
な
わ
）」「
あ
わ
」「
い
わ
」「
あ
わ

ゆ
き
」「
わ
つ
か
は
（
わ
く
ら
は
）」「
わ
ひ
ひ
と
」
の
六
語
。

・「
む
」
の
見
出
し
語

「
む
ち
」「
む
ち
う
ち
て
」
の
二
語
。

・「
う
」
の
見
出
し
語

「
く
ハ
う
」「
こ
う
し
う
（
こ
う
し
ゆ
う
）」「
か
う
」「
き
や
う
」「
か
う
は

さ
み
」「
て
は
う
」「
か
れ
う
ひ
ん
か
（
か
れ
う
ひ
ん
）」「
く
ハ
ん
し
ん
ち
や

う
」「
れ
い
し
う
（
れ
い
し
ゆ
う
）」「
し
ゆ
う
し
や
う
」「
う
な
ひ
こ
」
の
十

一
語
。

こ
こ
で
、
気
に
な
る
点
と
し
て
は
「
こ
う
し
う
」「
か
れ
い
ひ
ん
か
」「
れ

い
し
う
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
油
小
路
本
の
み
で
あ
る
。

・「
ふ
」
の
見
出
し
語

「
せ
ふ
」「
と
ふ
」「
い
と
ふ
」「
す
ま
ふ

す
ま
ひ
と
も
」「
を
こ
な
ふ
」

「
ま
し
な
ふ
（
ま
し
な
い
た
ま
ふ
）」「
こ
て
ふ
に
に
た
り
」
の
七
語
。

こ
れ
ら
の
見
出
し
語
は
、
第
一
グ
ル
ー
プ
の
○ハ
に
は
継
承
さ
れ
な
か
っ
た

も
の
で
あ
る
。
油
小
路
本
は
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
文
明
十
年
本
と
明
応
九
年

本
と
文
禄
四
年
本
と
近
い
系
統
で
あ
る
と
い
え
る
。

次
に
、
○ハ
の
グ
ル
ー
プ
の
明
応
四
年
本
・
文
禄
四
年
本
・
伊
達
本
・
狩
野

本
・
慶
長
二
十
年
本
（
後
陽
成
天
皇
宸
翰
書
写
本
）・
慶
長
版
本
に
の
み
記

載
さ
れ
て
い
る
見
出
し
語
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

明
応
四
年
本
に
は
、
三
條
西
公
條
の
奥
書
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
文
明

四
年
本
・
伊
達
本
・
狩
野
本
・
慶
長
二
十
年
本
・
慶
長
版
本
に
は
三
條
西
公

條
の
奥
書
が
あ
る
。

・「
わ
」
の
見
出
し
語

「
わ
た
る
」「
わ
た
す
」「
と
わ
た
る
ふ
ね
」「
わ
き
ま
へ
」「
わ
ら
ハ
へ
」

「
わ
た
く
し
」「
わ
し
の
ミ
ね
」「
わ
か
さ
の
く
に
」「
わ
け
は
ふ
く
」「
わ
か

つ
」「
わ
か
れ
」「
わ
ち
か
へ
」
の
十
二
語
。

明
応
四
年
本
の
右
記
の
「
わ
」
の
見
出
し
語
は
重
要
で
あ
る
。な
ぜ
な
ら
、

こ
れ
ら
の
見
出
し
語
は
、
明
応
四
年
本
・
文
禄
四
年
本
・
伊
達
本
・
狩
野
本
・

慶
長
二
十
年
本
（
後
陽
成
天
皇
宸
翰
書
写
本
）・
慶
長
版
本
の
『
仮
名
文
字

遣
』
に
の
み
見
ら
れ
る
語
で
あ
り
、
文
明
十
年
本
・
油
小
路
本
・
明
応
九
年

本
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
、
共
通
す
る
見
出
し
語
の
一
致
数
を
調
査
し
た
こ
と
か
ら
、
以
下
の

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

油
小
路
本
の
見
出
し
語
に
は
欠
落
が
あ
る
た
め
「
を
」「
へ
」「
ひ
」「
い
」

「
ふ
」
の
見
出
し
語
を
除
外
し
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、油
小
路
本
に
お
い
て
、

明
応
九
年
本
の
見
出
し
語
が
含
ま
れ
る
割
合
が
、
九
八
．
七
七
％
と
高
か
っ

た
。
特
に
「
ゑ
」「
わ
」「
む
」
は
油
小
路
本
の
見
出
し
語
が
明
応
九
年
本
に

は
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
。
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な
お
、
藤
原
親
長
の
奥
書
を
持
つ
文
明
十
年
本
と
明
応
九
年
本
は
見
出
し

語
数
が
酷
似
し
て
い
る
。次
の
表
は
見
出
し
語
の
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

文
明
十
年
本
と
明
応
四
年
本
は
、「
を
」「「
お
」「
え
」「
ゑ
」「
へ
」「
ひ
」

「
ほ
」「
わ
」「
は
」「
ふ
」
に
お
い
て
見
出
し
語
数
が
一
致
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
当
然
、
親
長
の
奥
書
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
共
通

す
る
見
出
し
語
も
相
当
数
一
致
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

油
小
路
本
は
、
三
本
を
校
合
し
た
『
仮
名
文
字
遣
』
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
文
明
十
年
本
は
、
油
小

路
本
が
書
写
す
る
の
に
使
用
し
た
『
仮
名
文
字
遣
』
と
似
た
よ
う
な
い
く
つ

か
の
『
仮
名
文
字
遣
』
を
校
合
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
親
長
に
よ
っ
て
、
見

出
し
語
の
表
記
を
当
時
に
用
い
ら
れ
る
表
記
に
改
め
る
作
業
を
行
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
古
態
の
表
現
が
見
ら
れ
る
油

小
路
本
は
、
校
合
し
た
際
に
、
書
写
す
る
『
仮
名
文
字
遣
』
の
見
出
し
語
を

そ
の
ま
ま
の
表
記
で
、
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

四-

三

狩
野
本
の
系
統
に
つ
い
て

狩
野
本
は
第
一
グ
ル
ー
プ
の
○ハ
書
写
本
↓
明
応
四
年
本
↓
天
文
二
十
一
年

三
條
西
公
條
奥
書
↓
伊
達
本
・
慶
長
二
十
年
本
・
狩
野
本
・
慶
長
版
本
に
属

す
る
『
仮
名
文
字
遣
』
で
あ
る
。

慶
長
版
本
と
狩
野
本
の
共
通
す
る
見
出
し
語
は
同
数
で
あ
り
、
一
致
率
は

一
〇
〇
％
で
あ
る
。
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し
か
し
、
若
干
で
は
あ
る
が
、
見
出
し
語
の
表
記
が
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
異
な
る
見
出
し
語
の
例
を
い
く
つ
か
示
す
が
、
書
き
写
し
の
間
違
い
と

思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
慶
長
版
で
は
、「
を
こ
た
る
」

に
対
し
て
狩
野
本
で
は
「
お
こ
た
り
」、
慶
長
版
「
な
を
し
の
衣
」
に
対
し

て
狩
野
本
「
な
を
し
衣
」、
慶
長
版
「
お
ほ
ろ
け
な
り
」
に
対
し
て
狩
野
本

「
お
ほ
ろ
け
な
る
」、
慶
長
版
「
お
ほ
け
た
る
」
に
対
し
て
狩
野
本
「
お
ひ

け
た
る
」
な
ど
で
あ
る
。

他
に
も
、
慶
長
版
と
異
な
る
表
記
を
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
例
と
し
て
、

慶
長
版
「
お
ほ
き
み
」
に
対
し
て
狩
野
本
「
お
ゝ
き
み
」、
慶
長
版
「
お
ほ

き
み
す
か
た
」
に
対
し
て
狩
野
本
「
お
ゝ
き
み
す
か
た
」、
慶
長
版
「
こ
し

ら
ゑ
て
」
に
対
し
て
狩
野
本
「
こ
し
ら
へ
て
」、
慶
長
版
「
ら
い
た
う
」
に

対
し
て
狩
野
本
「
ら
い
と
う
」、
慶
長
版
「
な
い
け
う
は
う
」
に
対
し
て
狩

野
本
「
な
い
け
う
ほ
う
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
は
、
書
写
さ

れ
た
当
時
の
「
ほ
」
と
「
お
」
の
表
記
や
オ
段
の
長
音
の
開
合
の
表
記
の
問

題
が
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
東
北
大
学
狩
野
文
庫
所
蔵
『
假
名
文
字
遣

完
』
に
つ
い
て
は
、
慶

長
版
と
見
出
し
語
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
同
じ
系
統
と
考
え

ら
れ
る
。

四-

四

冷
泉
院
本
の
系
統
に
つ
い
て

冷
泉
院
本
は
第
二
グ
ル
ー
プ
の
○ホ
書
写
本
↓
文
明
十
一
年
本
お
よ
び
文
明

十
二
年
本
の
合
本
の
書
写
本
↓
冷
泉
院
本
↓
永
禄
四
年
本
↓
天
正
六
年
本
↓

慶
長
七
年
本
の
系
統
に
属
す
る
『
仮
名
文
字
遣
』
で
あ
る
。

冷
泉
院
本
に
は
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
室
町
時
代
後
期
の
写
本
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
仮
名
文
字
遣
』
の
旧
表
紙
に
は
冷
泉
家
代
七

代
為
和
（
一
四
八
六
〜
一
五
四
九
）
の
花
押
が
据
え
て
あ
る
の
で
、
一
五
〇

〇
年
位
あ
た
り
で
書
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

左
記
の
表
で
は
冷
泉
院
本
と
永
禄
四
年
本
、
お
よ
び
冷
泉
院
本
と
明
応
四

年
本
の
共
通
す
る
見
出
し
語
の
一
致
数
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

「
ひ
」
と
「
い
」
に
つ
い
て
は
冷
泉
院
本
に
落
丁
部
分
が
あ
る
た
め
、
調

査
か
ら
は
除
外
し
た
。
明
応
四
年
本
で
は
、「
わ
」
の
見
出
し
語
に
お
い
て
、

明
応
四
年
本
・
文
禄
四
年
本
・
伊
達
本
・
狩
野
本
・
慶
長
二
十
年
本
（
後
陽

成
天
皇
宸
翰
書
写
本
）・
慶
長
版
本
の
『
仮
名
文
字
遣
』
に
の
み
見
ら
れ
た

十
二
語
に
つ
い
て
、
冷
泉
院
本
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
加

え
て
、
永
禄
四
年
本
と
冷
泉
院
本
に
共
通
す
る
見
出
し
語
が
、
冷
泉
院
本
に

は
九
六
．
四
二
％
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
応
四
年
本
よ
り
も
若
干
で
は
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あ
る
が
、
冷
泉
院
本
は
、
明
応
四
年
本
よ
り
も
永
禄
四
年
本
に
近
い
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。

次
に
、
永
禄
四
年
本
以
前
の
『
仮
名
文
字
遣
』
の
文
明
十
一
年
本
・
永
禄

九
年
本
・
文
明
十
二
年
本
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。
ま
ず
、
文
明
十
一

年
と
永
禄
九
年
本
は
同
系
統
で
あ
る
こ
と
が
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。こ

の
二
本
と
冷
泉
院
本
を
比
較
す
る
と
、
こ
の
三
本
の
『
仮
名
文
字
遣
』

に
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
見
出
し
語
が
あ
る
。

具
体
的
に
示
す
と
、「
お
」
の
見
出
し
語
の
「
お
ほ
ろ
」「
お
な
し
」
の
二

語
、「
へ
」
の
見
出
し
語
の
「
か
た
へ
」
の
一
語
、「
い
」
の
見
出
し
語
の
「
い

か
り
」「
い
く
た
」
の
二
語
、「
ゐ
」
の
見
出
し
語
の
「
し
ゐ
て
」「
よ
ゐ
よ

ひ
と
も
」
の
二
語
、「
う
」
の
見
出
し
語
の
「
ら
う
も
う
」
の
一
語
で
あ
る
。

一
方
、
文
明
十
一
年
本
・
永
禄
九
年
本
・
冷
泉
院
本
の
『
仮
名
文
字
遣
』

に
の
み
記
載
さ
れ
て
い
な
い
見
出
し
語
は
、「
お
」
の
見
出
し
語
で
は
、「
お

こ
し
こ
め
」「
な
こ
り
お
し
み
」「
う
ら
（
ち
）
お
も
ふ
」「
お
ろ
お
ろ
」「
か

き
お
さ
む
」「
ま
お
と
こ
」「
お
と
よ
め
」「
こ
お
ほ
き
み
」
の
八
語
、「
ゑ
」

の
見
出
し
語
で
は
「
ゑ
ん
す
」「
も
く
ゑ
ん
し
」
の
二
語
、「
ゐ
」
の
見
出
し

語
で
は
「
め
し
ゐ
」「
ゐ
よ
う
さ
う
」「
ゐ
か
ひ
」
の
三
語
、「
い
」
の
見
出

し
語
で
は
「
さ
く
へ
い
」
の
一
語
で
あ
る
。
他
の
『
仮
名
文
字
遣
』
に
は
こ

れ
ら
の
見
出
し
語
は
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
明
十
一
年
本
、
永
禄

九
年
本
・
冷
泉
院
本
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
も
い
え
る
。

次
に
、文
明
十
二
年
本
と
冷
泉
院
本
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
見
出
し
語
は
、

一
語
も
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
文
明
十
二
年
本
と
冷
泉
院
本
の
み
記
載
さ

れ
て
い
な
い
見
出
し
語
は
、「
お
」
の
見
出
し
語
の
「
お
は
な
」「
あ
し
の
お

は
な
」「
お
ほ
き
み
」
の
三
語
、「
へ
」
の
見
出
し
語
の
「
う
り
は
へ
」
の
一

語
、「
ひ
」
の
見
出
し
語
の
「
み
と
の
ま
く
は
ひ
」
の
一
語
、「
い
」
の
見
出

し
語
の
「
い
る
か
」
の
一
語
、「
ほ
」
の
見
出
し
語
の
「
か
ほ
は
せ
」
の
一

語
、「
は
」
の
見
出
し
語
の
「
こ
は
た
や
ま
」「
と
き
は
ゐ
」
の
二
語
が
あ
っ

た
。以

上
の
こ
と
か
ら
、
文
明
十
一
年
本
と
永
禄
九
年
本
と
冷
泉
院
本
の
三
本

の
見
出
し
語
と
、
文
明
十
二
年
本
と
冷
泉
院
本
の
二
本
の
見
出
し
語
に
つ
い

て
比
較
し
て
み
る
と
、
文
明
十
一
年
本
と
永
禄
九
年
本
と
冷
泉
院
本
の
三
本

の
見
出
し
語
の
方
が
、
三
本
に
の
み
共
通
す
る
見
出
し
語
が
あ
る
こ
と
、
そ

し
て
、
三
本
に
の
み
見
ら
れ
な
い
見
出
し
語
も
相
当
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
、
冷
泉
院
本
は
、
文
明
十
一
年
本
と
永
禄
九
年
本
の
系
統

に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
見
出
し
語
数
か
ら
み
る
と
、
冷
泉
院
本
が
一
六

三
二
語
に
対
し
て
、
文
明
十
二
年
本
が
一
〇
五
〇
語
、
文
明
十
一
年
本
が
一
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〇
八
〇
語
、
永
禄
九
年
本
が
一
一
三
四
語
、
天
文
二
十
一
年
本
が
一
四
二
二

語
と
な
っ
て
お
り
、
冷
泉
院
本
は
そ
れ
に
継
ぐ
見
出
し
語
数
で
あ
る
。

四-

五

慶
長
七
年
本
の
系
統
に
つ
い
て

慶
長
七
年
本
は
第
二
グ
ル
ー
プ
の
○ホ
書
写
本
↓
文
明
十
一
年
本
お
よ
び
文

明
十
二
年
本
の
合
本
の
書
写
本
↓
冷
泉
院
本
↓
永
禄
四
年
本
↓
天
正
六
年
本

↓
慶
長
七
年
本
の
系
統
に
属
す
る
『
仮
名
文
字
遣
』
で
あ
る
。

天
正
六
年
本
は
「
ゑ
」
と
「
ひ
」
に
落
丁
箇
所
が
あ
り
、
慶
長
七
年
本
に

も
「
ゑ
」
の
部
分
に
落
丁
箇
所
が
あ
る
た
め
、
共
通
の
見
出
し
語
の
一
致
数

を
み
る
の
に
適
当
で
は
な
い
た
め
、「
ゐ
」「
ひ
」
見
出
し
語
を
除
外
し
て
共

通
す
る
見
出
し
語
を
調
査
し
た
。

こ
こ
で
は
、
天
正
六
年
本
と
慶
長
七
年
本
、
明
応
四
年
本
と
慶
長
七
年
本

を
比
較
し
た
。
天
正
六
年
本
と
慶
長
七
年
本
で
は
、
見
出
し
語
の
一
致
し
た

割
合
は
、
天
正
六
年
に
は
慶
長
七
年
の
共
通
す
る
見
出
し
語
が
九
七
・
三
五

％
あ
っ
た
。
明
応
四
年
本
も
共
通
す
る
見
出
し
語
が
一
致
し
た
割
合
は
、

九
一
・
一
八
％
あ
る
。
し
か
し
、
見
出
し
語
の
一
致
し
た
総
数
を
み
る
と
明

応
四
年
本
で
は
、
一
六
二
二
語
で
あ
り
、
そ
れ
に
比
べ
て
、
天
正
六
年
本
で

は
一
四
七
三
語
と
な
っ
て
い
る
。
見
出
し
語
数
と
一
致
し
た
割
合
の
比
較
で

は
有
意
な
結
論
は
導
く
こ
と
は
出
来
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
や
は
り
、

大
き
な
相
違
点
と
し
て
は
、
四-

二
で
述
べ
た
よ
う
に
慶
長
七
年
本
に
は
、

第
一
グ
ル
ー
プ
の
み
見
ら
れ
る
見
出
し
語
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
共
通
す
る
見
出
し
語
の
一
致
率
か
ら
み
る
と
、
天
正

六
年
本
の
あ
と
に
慶
長
七
年
本
が
続
い
て
い
る
と
考
え
る
の
が
、
順
当
の
よ

う
に
思
う
。
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五

お
わ
り
に

一
七
種
の
『
仮
名
文
字
遣
』
の
系
統
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
以
下
の

点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

『
仮
名
文
字
遣
』
の
系
統
は
、
大
き
く
分
け
て
二
系
統
に
分
類
で
き
る
。

第
一
グ
ル
ー
プ
の
○イ
の
系
統
と
し
て
、
藤
原
親
長
の
奥
書
を
も
つ
文
明
十

年
本
か
ら
明
応
九
年
本
、
そ
し
て
藤
原
親
長
か
ら
三
條
西
公
條
へ
続
く
文
禄

四
年
本
が
存
在
す
る
。

○ロ
の
系
統
の
油
小
路
本
は
、
明
応
四
年
の
奥
書
を
も
ち
、
藤
原
親
長
の
奥

書
は
持
た
な
い
が
、
明
応
九
年
本
と
共
通
す
る
見
出
し
語
の
一
致
率
の
高
さ

か
ら
み
て
、
こ
の
第
一
ブ
ル
ー
プ
に
属
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

次
に
、
第
一
グ
ル
ー
プ
の
○ハ
の
系
統
と
し
て
、
明
応
四
年
本
が
「
わ
」
の

項
目
に
お
い
て
三
條
西
公
條
と
関
わ
り
を
も
ち
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
伊
達
本
、

慶
長
二
十
年
本
、
狩
野
本
、
慶
長
版
本
へ
と
繋
が
る
系
統
が
存
在
す
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
狩
野
本
と
慶
長
版
本
は
見
出
し
語
が
す
べ
て
一
致
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
慶
長
版
本
の
元
と
な
る
『
仮
名
文
字
遣
』
を
書
写
し
た
か
、
あ

る
い
は
、
狩
野
本
は
慶
長
版
本
を
書
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
第
一

グ
ル
ー
プ
の
特
徴
と
し
て
は
、見
出
し
語
の
多
さ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
第
二
グ
ル
ー
プ
の
系
統
に
属
す
る
『
仮
名
文
字
遣
』
の
文
明
十

年
当
時
の
見
出
し
語
数
は
、一
〇
五
〇
〜
一
〇
八
〇
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

第
一
グ
ル
ー
プ
の
系
統
に
属
す
る
文
明
十
年
本
に
お
い
て
藤
原
親
長
に
よ
っ

て
示
さ
れ
た
見
出
し
語
は
一
九
一
四
語
も
あ
っ
て
、
文
明
十
一
年
本
、
文
明

十
二
年
本
に
比
べ
て
、
八
〇
〇
あ
ま
り
多
く
の
語
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
奥
書
を
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
権
威
付
け
が
な
さ
れ
て
、
江
戸

時
代
の
出
版
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
第
二
グ
ル
ー
プ
の
系
統
に
は
、
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
て
も
、
一
名

の
み
、
あ
る
い
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
『
仮
名
文
字
遣
』
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
文
明
十
一
年
本
、
文
明
十
二
年
本
に
は
落
丁
部
分
が
あ
り
、
見
出
し
語

の
一
部
分
が
わ
か
る
の
み
で
、
見
出
し
語
数
も
少
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、

共
通
す
る
見
出
し
語
の
一
致
数
の
調
査
で
は
文
明
十
一
年
本
と
永
禄
九
年
本

が
繋
が
る
こ
と
、
冷
泉
院
本
か
ら
永
禄
四
年
本
、
天
正
六
年
本
、
慶
長
七
年

本
へ
と
繋
が
る
流
れ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
天
文
二
十

一
年
本
（
文
安
四
年
本
）
に
つ
い
て
は
見
出
し
語
の
独
自
性
が
あ
り
、
そ
れ

が
、
他
の
『
仮
名
文
字
遣
』
に
継
承
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
第
二
グ
ル

ー
プ
の
冷
泉
院
本
の
系
統
に
属
さ
せ
る
こ
と
は
た
め
ら
わ
れ
た
。

『
仮
名
文
字
遣
』
は
当
時
の
辞
書
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
冷
泉
院
本
に
は
、
各
帖
の
左
下
に
は
手
垢
に
よ
る
汚
れ
が
あ
る
の
で
、

歌
会
や
連
歌
会
な
ど
に
持
参
し
て
日
常
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な

い
か
と
遠
藤
邦
基
が
推
察
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
歌
会
や
連
歌
の
会
に

お
い
て
、
持
参
し
た
『
仮
名
文
字
遣
』
の
異
な
る
部
分
を
異
本
で
は
こ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
と
記
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
異
本
で
は
こ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
と
記
す
の
と
は
別
に
、
油
小
路
本
で
は
、
奥
書
に
三
本
校

合
と
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
て
、『
仮
名
文
字
遣
』
ご
と
に
足
り
な
い
部

分
を
追
加
し
整
理
す
る
よ
う
な
形
で
書
写
を
し
て
い
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ

た
。
お
そ
ら
く
、
藤
原
親
長
の
奥
書
を
も
つ
文
明
十
年
本
に
お
い
て
も
油
小

路
本
と
同
様
の
作
業
が
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。明
応
四
年
本
に
お
い
て
は
、

「
わ
」
の
項
目
の
十
二
語
が
明
ら
か
に
増
補
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時

の
連
歌
な
ど
に
必
要
な
語
を
増
や
し
た
と
い
う
意
味
で
、
辞
書
的
な
役
割
を

担
っ
た
も
の
と
い
え
る
が
、
行
阿
が
八
項
目
か
ら
一
四
項
目
に
増
補
し
た

― 107 ―



『
仮
名
文
字
遣
』
の
原
型
を
保
つ
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
む
し
ろ
実
用

性
を
重
ん
じ
た
行
為
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

他
方
、
藤
原
親
長
の
系
統
で
は
な
い
第
二
グ
ル
ー
プ
で
は
、
校
合
す
る
と

し
て
も
二
本
の
み
で
行
わ
れ
る
と
か
、
見
出
し
語
の
増
補
が
行
わ
れ
て
い
て

も
小
規
模
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
第
一
グ
ル
ー
プ
と

比
べ
て
見
出
し
語
数
の
相
対
的
な
少
な
さ
は
見
ら
れ
る
が
、
冷
泉
院
本
に

な
っ
て
初
め
て
見
出
し
語
が
整
っ
た
形
に
な
り
、
永
禄
四
年
本
へ
と
繋
が
っ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
系
統
を
図
示
し
た
も
の
と
、『
仮
名
文
字
遣
』
の
見
出
し
語
数

の
表
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
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注

（
１
）
本
稿
で
は
『
仮
名
文
字
遣
』
と
『
假
名
文
字
遣
』
の
表
記
が
あ
る
が
、

『
假
名
文
字
遣
』
を
使
用
す
る
場
合
は
、『
仮
名
文
字
遣
』
の
該
当
す
る

表
紙
の
題
目
を
表
す
こ
と
と
す
る
。

（
２
）
木
村
晟
編
輯
『
駒
澤
大
学
国
語
研
究
資
料
第
二

假
名
文
字
遣
』（
汲

古
書
院
、
一
九
八
〇
年
）
大
友
信
一
「
解
題
」
四
四
六
頁
。

（
３
）
明
応
九
年
本
・
文
禄
四
年
本
・
慶
長
版
本
・
伊
達
本
・
狩
野
本
と
対
比

さ
せ
た
場
合
に
は
、「
し
ゝ
ひ
し
を
」「
に
を
も
ゆ

お
も
ゆ
の
時
ハ
お
也
」

「
を
も
の

お
も
の
共
」「
を
や
こ

お
や
の
時
ハ
お
也
」「
を
こ
の
も

の
」「
こ
を
け

只
お
け
の
時
ハ
お
也
」「
を
ほ
ひ
」「
暁
を
き
」「
み
山
を

ろ
し
」「
山
お
ろ
し
の
時
ハ
お
也
」「
か
た
を
な
ミ
」「
た
を
す
」「
あ
を
り

あ
ふ
り
共
」「
た
か
さ
こ
の
を
の
え
」「
ま
と
を
の
衣
」「
あ
ひ
を
ひ
」「
を

し
明
か
た
」「
を
さ
へ
て
」「
を
ろ
そ
か
な
り
」「
た
を
れ
も
の
」「
を
き
の

ゐ
て
」「
を
な
し

う
な
し
共
」「
を
よ
ひ
」
の
二
三
語
が
欠
落
し
て
い

る
。

（
４
）
明
応
九
年
本
・
文
禄
四
年
本
・
慶
長
版
本
・
狩
野
本
・
伊
達
本
と
対
比

さ
せ
た
場
合
、「
あ
つ
ら
へ
て
」「
た
ゝ
へ
て
」「
た
く
ハ
へ
て
」「
な
す
ら

へ
て

な
そ
ら
へ
て
と
も
」「
た
く
へ
て

た
く
ひ
共
」「
か
す
へ
の
か

ミ
」「
こ
の
か
う
へ
」「
わ
ら
ハ
へ
」「
む
ま
を
す
へ
て
」「
か
な
へ
の
し
ん

よ
ハ
ひ
ほ
し
」
以
上
、「
へ
」
の
見
出
し
語
一
〇
語
、
お
よ
び
「
い
さ
よ

ひ
の
月
」「
ま
つ
よ
ひ
す
き
て
」「
い
り
あ
ひ
」「
や
よ
ひ
」「
山
の
か
ひ
」

「
ミ
つ
あ
ひ
」「
あ
ふ
ひ
」「
は
す
の
は
ひ
」
以
上
、「
ひ
」
の
見
出
し
語

八
語
の
計
十
八
語
が
欠
落
し
て
い
る
。

（
５
）
冷
泉
院
本
・
明
応
四
年
本
・
永
禄
四
年
本
・
天
正
六
年
本
・
慶
長
七
年

本
・
明
応
九
年
本
・
文
禄
四
年
本
・
慶
長
版
本
・
狩
野
本
・
慶
長
二
十
年

本
（
後
陽
成
天
皇
宸
翰
書
写
本
）
と
対
比
さ
せ
た
場
合
に
は
「
い
か
た
」

「
も
た
い
」「
し
ゆ
か
い
」「
に
よ
い
し
ゆ
」「
す
い
し
や
う
」「
す
い
か

ん
」「
ら
く
た
い
」「
た
い
ま
つ
」「
つ
い
ま
つ
の
す
ミ
し
て
」「
ほ
い
く
い
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ほ
た
い
く
ゐ
と
も
」「
く
い
せ

く
ゐ
と
も
」「
く
い

く
ゐ
と
も
」「
ら

い
し
」「
ら
い
し
」「
ら
い
た
う
」「
ら
い
は
ん
」「
し
き
い
た
」「
し
き
い

た
」「
つ
い
か
さ
ね
」「
ま
な
い
た
」「
し
い
し
」「
か
い
け
」
の
二
二
語
が

欠
落
し
て
い
る
。

（
６
）
明
応
四
年
本
・
伊
達
本
と
対
比
さ
せ
た
場
合
に
は
「
な
に
か
ハ
す
る
」

「
う
ハ
が
き
」「
い
は
ふ
」「
ち
ハ
や
ふ
る
神
」「
よ
か
ハ
」「
か
は
や
」

「
ひ
は
だ
ふ
き
」「
あ
は
た
ぐ
ち
」「
あ
ハ
ヅ
の
」「
い
は
せ
の
も
り
」「
こ

は
た
山
」「
と
き
は
井
」「
ひ
ろ
さ
ハ
の
い
け
」「
な
に
は
江
」「
す
ハ
の
ミ

ヅ
う
ミ
」「
を
と
は
が
ハ
」「
し
は
す
」「
び
は
の
き
」「
か
ハ
ぜ
う
え
う
」

の
十
九
語
が
欠
落
し
て
い
る
。

（
７
）
明
応
九
年
本
・
文
禄
四
年
本
と
対
比
さ
せ
た
場
合
に
は
「
ひ
か
ふ
」「
は

ふ
」「
あ
ふ
き
」「
あ
ふ
り

あ
お
り
と
も
」「
う
ら
な
ふ
」「
の
ろ
ふ
」

「
き
ら
ふ
」「
き
た
ふ
」「
ゆ
る
ふ
」「
ふ
る
ふ
」「
ふ
る
ま
ふ
」「
た
つ
さ

ふ
」「
た
ゝ
ふ
」「
う
ち
は
ら
ふ
」「
に
ほ
ふ

に
ほ
と
も
」「
お
し
ミ
た
つ

ふ
」「
く
は
ふ

く
た
ふ
る
と
も
」「
た
く
ふ
」「
あ
か
ふ
」「
か
ふ
」「
か

ふ
る
」「
た
く
ら
ふ
」
の
二
二
語
が
欠
落
し
て
い
る
。

（
８
）
堀
川
具
信
の
息
子
、
堀
川
具
世
か
？

（
９
）
北
畠
満
雅
朝
臣
の
嫡
子
、
文
明
三
年
没
と
あ
る
。
北
畠
教
具
か
？

（
１０
）
父
は
、
西
川
房
任
、
義
父
は
権
大
納
言
油
小
路
隆
夏
。
宝
徳
元(
一
四

四
九)

年
に
生
ま
れ
た
と
も
。

（
１１
）
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
仮
名
文
字
遣

拾
遺
（
三
）』
遠
藤
邦
基
「
解

題
」
八
頁
の
片
仮
名
の
見
出
し
語
は
二
〇
語
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
他

に
、
見
出
し
語
で
は
な
い
が
、
四
オ
三
行
目
「
を
と
る

踊
躍

勝
劣

マ
サ
リ
ヲ
ト
リ
」
が
あ
る
。

（
１２
）
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
仮
名
文
字
遣

拾
遺
（
三
）』
遠
藤
邦
基
「
解

題
」
八
頁
。

（
１３
）
明
応
四
年
本
・
明
応
九
年
本
・
永
禄
四
年
本
・
天
正
六
年
本
・
文
禄
四

年
本
・
油
小
路
本
・
狩
野
本
・
伊
達
本
・
慶
長
版
・
慶
長
二
〇
年
本
と
対

比
さ
せ
た
場
合
は
、「
い
り
こ
」「
い
か
い
」「
い
た
や
か
ひ
」「
い
へ
は
と
」

「
い
か
る
か
」「
い
な
お
ほ
せ
と
り
」「
せ
き
れ
い
」「
あ
い
さ
」「
は
い
た

か
」「
え
つ
さ
い
」「
か
ひ
こ
」「
い
た
ち
」「
こ
と
い
」「
さ
い
」「
さ
い
の

つ
の
」「
い
ぬ
」「
こ
ま
い
む
」「
い
ぬ
ゐ
」「
い
ぬ
の
は
ら
」「
い
か
む
」

「
い
な
ゝ
く
」「
い
は
ゆ
」「
い
た
ゝ
き
」「
い
た
ゝ
き
」「
ひ
た
い

ひ
た

ひ
と
も
」「
い
ろ
こ
」「
い
ほ
」「
と
り
か
い
」「
ち
い
さ
こ
」「
す
い
た
る

人
」「
人
に
つ
い
て
」「
し
は
ふ
る
い
人
」「
い
き
す
た
ま
」「
い
へ
に
へ
」

「
い
ひ
か
し
く
」「
い
り
も
の
」「
す
は
い
り
」
以
上
、
三
七
語
が
欠
落
。

（
１４
）
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
仮
名
文
字
遣

拾
遺
（
三
）』
遠
藤
邦
基
「
解

題
」
七
頁
。
筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
「
ひ
」
の
項
目
は
文
明
十
一

年
・
永
禄
九
年
本
・
文
明
十
二
年
本
・
天
文
二
十
一
年
本
と
比
べ
て
、
他

の
『
仮
名
文
字
遣
』
の
見
出
し
語
の
数
が
増
加
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
慶
長
七
年
本
・
油
小
路
本
・
明
応
九
年
本
・
文
禄
四
年
本
・

慶
長
版
本
・
伊
達
本
・
狩
野
本
と
対
比
さ
せ
た
場
合
に
は
「
め
ひ
」「
あ

ひ
よ
め
」「
む
か
ひ
は
ら
」「
や
し
な
ひ
こ
」「
や
し
な
ひ
て
」「
つ
く
ろ
ひ

て
」「
な
ら
ひ
て
」「
な
す
ら
ひ
て
」「
も
ち
ひ
て
」「
ね
か
ひ
て
」「
う
や

ま
ひ
て
」「
ま
し
な
ひ
て
」「
す
く
ひ
て
」「
く
ひ
て
」「
ひ
ろ
ひ
て
」「
ひ

ろ
ふ
と
も
」「
あ
ら
か
ひ
て
」「
う
つ
ろ
ひ
て
」「
あ
ひ
て
」「
う
つ
ろ
ひ

て
」「
し
た
か
ひ
て
」「
そ
ひ
て

そ
へ
て
と
も
」「
と
ひ
て
」「
と
ふ
ら
ひ

て
」
の
二
四
語
が
欠
落
し
て
い
る
。

（
１５
）
今
野
真
二
『
仮
名
遣
書
論
攷
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
一
九
頁
。

（
１６
）
明
応
四
年
本
、
明
応
九
年
本
、
永
禄
四
年
本
・
天
正
六
年
本
・
文
禄
四

年
本
・
油
小
路
本
・
狩
野
本
・
伊
達
本
・
慶
長
版
・
冷
泉
院
本
と
対
比
さ

せ
た
場
合
は
、「
こ
す
ゑ
」「
す
ゑ
」「
ゆ
く
す
ゑ
」「
ゆ
く
ゑ
」「
も
と
す

ゑ
」「
ゑ
む
」「
ゑ
む
」「
ゑ
ふ

ゑ
ひ
て

え
ふ
と
も
」「
こ
ゑ
」「
ゑ
く

ほ
」「
こ
ゑ
た
り
」「
ゑ
ふ
」「
ゑ
し
の
た
く
火
」「
と
の
ゑ
も
る
身
」「
こ

（
そ
）
ゑ
の
た
か
ゝ
ひ
」「
ゑ
ふ
く
ろ
」「
に
ゑ

に
へ
と
も
」「
ゑ
の
こ

ゑ
ぬ
こ
と
も
」「
あ
を
馬
の
せ
ち
ゑ
」「
た
う
か
の
せ
ち
ゑ
」「
大
し
や
う
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ゑ
」「
し
ん
し
や
う
ゑ
」「
ゑ
ん
か
の
さ
」「
位
に
す
ゑ
た
て
ま
つ
る
」「
い

し
す
ゑ
」「
す
物
」「
す
ゑ
て
」「
ゑ
く
し
」「
ゑ
く
」「
ゑ
ん
す
」「
つ
ゑ
」

「
も
く
ゑ
ん
し
」「
ゑ
る

え
る
共
」「
ゑ
」「
た
ミ
ゑ
」「
ゑ
か
く
」「
さ

む
し
ゑ
」「
日
に
ゑ
い
し
て
」「
も
の
ゑ
ん
し
」「
す
ゑ
の
ま
つ
山
」
以
上
、

四
〇
語
が
欠
落
し
て
い
る
。

（
１７
）
三
條
大
納
言
實
條
卿
は
三
條
西
公
國
を
父
と
し
て
天
正
三
年
（
一
五
七

五
年
に
生
ま
れ
寛
永
一
七
年
（
一
六
四
〇
年
）
没
。

（
１８
）
左
大
弁
房
長
を
父
と
し
て
、応
永
三
一
年
（
一
四
二
四
年
）
に
生
ま
れ
、

明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
年
）
没
。
康
正
二
年
（
一
四
五
六
年
）
か
ら
明
応

年
（
一
四
九
三
年
）
ま
で
陸
奥
出
羽
按
察
使(

都
護)

の
任
に
あ
っ
た
。

（
１９
）
今
野
真
二
『
仮
名
遣
書
論
攷
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
二
八
六

頁
。
注
（
一
二
）
に
は
、「
文
明
十
年
二
月
八
日
の
藤
原
親
行
の
奥
書
は

『
定
家
卿
假
名
遣
少
々
』『
人
丸
秘
抄
』
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
と
み

る
の
が
妥
当
で
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
『
仮
名
文
字
遣
』
を
『
文
明
十

年
本
』
と
呼
ぶ
こ
と
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。」
と
述
べ
て
い
る
。

（
２０
）
三
條
西
公
條
は
三
條
西
実
隆
を
父
と
し
て
文
明
十
九
年
（
一
四
八
七

年
）
に
生
ま
れ
、
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
年
）
没
。
仍
覚
（
法
名
）、
称

名
院
（
号
）。

（
２１
）
山
田
孝
雄
が
『
假
名
遣
の
歴
史
』（
宝
文
館
出
版
、
一
九
二
九
年
）
で

所
蔵
本
と
し
て
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
写
本
に
つ
い
て
は
、「『
文
安

四
年
云
々
』
の
一
行
は
淡
墨
で
小
さ
く
別
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
後

か
ら
文
安
四
年
の
本
に
拠
っ
て
記
入
さ
れ
た
も
の
か
。」
と
山
田
孝
雄
が

述
べ
て
い
る
。

（
２２
）
伊
達
本
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
２３
）
油
小
路
本
で
は
「
む
ま
を
す
へ
て
」
の
見
出
し
語
が
欠
落
部
分
に
あ
た

る
。

（
２４
）
永
禄
九
年
本
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
２５
）
永
禄
九
年
本
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
２６
）
天
文
二
十
一
年
本
、
文
明
十
二
年
本
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
２７
）
天
文
二
十
一
年
本
、
文
明
十
二
年
本
、
文
明
十
一
年
本
、
永
禄
九
年
本

に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
２８
）
文
明
十
二
年
本
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
２９
）
文
明
十
二
年
本
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
３０
）
文
明
十
二
年
本
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
３１
）
文
明
十
二
年
本
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
３２
）
文
明
十
一
年
本
・
文
明
十
二
年
本
・
永
禄
九
年
本
・
天
文
二
十
一
年
本

に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
お
か
だ

か
お
る

本
学
講
師
）
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